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Foreword

混沌に耐える
教養研究センター副所長
種村和史（商学部）
Kazufumi Tanemura

　
　まったくの混沌です。諸事きちんきちんと片付けられず、
にっちもさっちもいかない状態に陥ってしまっている私個
人のことはこの際おいとくとしても、慶應全体、日本全体、
世界全体、どこを向いてもだれもが荒波のただ中にもがい
ているようです。
　こうした状況下でいかに処すべきか。むかし宋の文学者
蘇東坡は、当時の宰相王安石が天下の学術思想を統制しよ
うとしたとき言いました。「豊饒な土地というのはいずこ
も同じように物を生み育てる力を持っているけれども、そ
こに生まれるのは同じものばかりではない。ただ、荒れて
痩せた塩気混じりの不毛の土地には、はるかに見渡す限り
一面、黄色いチガヤ白いアシが生えているばかりだ。これ
こそが彼の目指す＜同じ＞ということだ。」これはかみし
めるべき言葉だと思います。濃霧のような視界不良の中に
立ちすくんでいると、ともすれば物事をばっさりさっぱり
と整理して見晴らしをよくしたくなります。しかし、『荘
子』に見える渾沌の神が目鼻を穿たれて七日目に死んでし
まったように、混沌は確かに耐えがたいけれど、わかりや
すくしようと斧を振るったあげく、本来持っていた豊かな
内実と可能性までそぎ落として、結局残されたのは見た目

こそきれいだけれど中身は脆弱な身体だけだったというこ
とになるのを恐れます。
　教養とは混沌に耐える力だと思います。慌てて結論を出
さないこと、煮え切らない状況にあえて踏みとどまること、
古いものイコール旧弊なものと短絡しないこと、新奇なこ
とイコール胡散臭いものとして自分の視野から遠ざけてこ
と足れりとしないこと、そして混沌の内実をしっかり見つ
めて、そのたくましい生命力と豊かな可能性とを自分の身
内に取り込むこと、そのような余裕と勇気こそが、教養な
のではないでしょうか。それを学ぶことがますます必要と
されているように思います。
　とりわけ、いろいろな資質と希望を持った人間が集まり
それぞれの可能性を追究する場である慶應義塾においては、
万事無秩序でてんでばらばらの烏合の衆のように見えてし
まいがちですが、一つのわかりやすい価値観によって割り
切るのではなく、たとえ泥臭くおぼつかなく思えようとも、
さまざまな世界や価値観のごった煮のおいしさを醸し出す
努力が必要なのではないでしょうか。早く実りを得ようと
焦って、肥やしのつもりで撒いてみたら実は塩だった、と
いうことになっては元も子もありません。むしろ混沌こそ
が慶應義塾の潜在力と開き直って、そこに漂うものが時あ
って成熟したがいに手を取り合う様を見守っていれば、再
び蘇東坡の言葉ですが「造物主の無尽蔵」のごとき豊饒を
慶應義塾に感じられるようになると楽観しています。そし
て教養研究センターは、混沌の中に漂いながら手をさしの
べているもの同士が結びつく手助けをするために、さまざ
まな試みを行ったらよいのではないか、私もほんの少しで
もそのお役に立てたら、と思います。

1 巻頭言 混沌に耐える

2 特集 「体験と実学」 
 身体知実験授業／第一回鶴岡セミナー／「三田の家」と「芝の家」／「日吉の家」

6 活動報告  実験授業「現代の危機̶宗教と民族問題」／サイエンス・カフェ／
2008 年日吉キャンパス公開講座秋学期／日吉行事企画委員会（HAPP）秋学
期の活動／追悼：経済学部教授　小潟昭夫先生

8 ニュースフラッシュ HRP2008 ／アカデミック・スキルズ　プレゼンテーションコンペティション／
生命の教養学　2009 年度予告／基盤研究　カリキュラム研究／慶應義塾
コレギウム・ムジクム演奏会／新メンバー紹介

8 事務局だより  協働で創る！

表紙について： 『ベリー公の美わしき時祷書』（Les Belles Heures du Duc de Berry）の名で知られる15 世紀フランスの彩色写本から。今回は1月の暦をご紹介します。  
　ドーム型に刻まれた精緻な星座や画面前方の行事や農作業の様子が季節の変化を示しています。
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　　 〔学問教育の無益さを説く者に対して、即座の実利を求めるその性急さ

を批判して、曰く。〕文明の実学誠に実なりと云うも唯事物の真理原則

を明にしてその応用の法を説くのみ。（『福翁百話』）

　　 今日の書生にしても余り学問を勉強すると同時に始終我身の行く先ば

かり考えているようでは、修業は出来なかろうと思う。さればといってた

だ迂闊に本ばかり見ているのは最も宜しくない。（『福翁自伝』）

　みなさん、無学な学者が専門外の福澤論から始めることをどう
ぞお許しください。
　まず、福澤精神の基本を成す実学について語ります。
　福澤研究の難しさは、彼のテキストが究極的には訓詁の学を
否定するということではないでしょうか。その著書において現実
からの逃避としての読書が何度も厳しく批判されているわけです
から、福澤研究が古臭い訓詁学に留まっては、福澤精神を裏
切ることになるだろうと愚考します。つまり、福澤諭吉の著作とは、
慶應義塾創立当時とは大きく異なる創立150年後の現在の私た
ちの生き方を凝視しながらの、創造的な読み替えを強く要求する
テキストである、と言えるでしょう。実学をはじめとする福澤精神
の基本を守りながら、そのテキストを大胆に読み替えることにより、
未来を先導しなければいけないのだと思います。
　そして、福澤の精神を現代に生かすことを考えた時に、実学
という理念は、福澤のテキストの意味を狭く捉えて、数理に基づ
くものと決めつけてはいけないし、また、さらに浅薄に、これをす
ぐに役立つ類の知と定義してもいけないのだと思います。冒頭
の引用にもある通り、短絡と性急を戒める福澤自身の警告もあり
ます。むしろ、今大切なのは、視野を広く取って、現代という
時代を見つめる姿勢です。現代と福澤の時代との最も大きな違
いは、進歩の概念の崩壊でしょう。もはや、技術の発達に伴っ
てよりよい未来が自動的に到来するという発想は時代遅れのもの
となりました。西洋の「数量化革命」への信仰も揺らぎました。
それから、福澤の時代には、心を扱う科学が十分に発達してい
ませんでした。20 世紀の偉大な達成と言うべき精神分析もなけ
れば、認知科学も、脳科学も、ありませんでした。進歩という大き

な信仰の下で、自己を内省するためのスキルが足りなかったし、ま
た、それほど必要ともされなかった時代でした。この違いを考え抜
いた上でなければ、21世紀の実学とは何かという答えは出てこな
いはずです。さまざまな角度から心を見つめて、それを通して自己
システムと社会システムの双方を相互に関連づけながら総合的に
理解する力が21世紀の実学には必要です。どうすれば自殺者
が3万人を超す現代の日本で未来に向けて善く生きられるかを具
体的に考えることが真の実学です。
　このような実学的知に至るために大切なのは、体験です。体験
こそ実効的な知性の礎を築くものですから。そのことも、福澤の
一生を見れば分かることです。彼の人生は現場体験に満ち満ち
ています。彼の英学発心自体、横浜で英語の隆盛を目撃した現
場体験に誘発されたものでした。冒頭の引用の最終文からも分か
る通り、彼は本を読んでばかりでは駄目だということを繰り返し説き、
『学問のすゝ め』の中の同様の文章の後では「ヲブセルウェーシ
ョン」の大切さが強調されます。そして、渡航により外国という現
場を体験し観察することで自らの思想を鍛えていったのですから、
体験なくして実学なしと言うことができます。それは、現在東京国
立博物館で開催中の「未来をひらく福澤諭吉展」でも強調され
る福澤の身体性の問題とも合わせて、考えられるべき問題です。
　今、教養研究センターでは、実験授業をはじめとして現代を
善く生きるための体験型の試みが、さまざまな所で行われ、参加
者の熱狂的反応という形で、大きな成功が確認されつつあります。
その詳細については、この文の後に続く、身体知実験授業、第
一回鶴岡セミナー、「三田の家」と「芝の家」、「日吉の家」な
どの記事をお読みください。これらの試みは担当教員にとっても、
非常に楽しい体験です。教員としてのノウハウが増え、人として
の視野が広がり、学生の生き生きした顔を見るというこの上ない
労働の対価を受け取ります。実に楽しく、実学は実

﹅ ﹅

楽とも書ける
ことが分かります。できるだけ多くの人たちにこの幸せを共有しても
らいたい。福澤諭吉は明るい覚悟のあった人だったと思いますが、
その明るさが150年後のこの楽しさに繋がっています。今、教養
研究センターは、福澤精神を継承しつつ、楽しさに満ち満ちてい
ます。

Feature

体験と実学
  ̶福澤諭吉の明るさから楽しい教養研究センターへ

教養研究センター副所長
武藤浩史（法学部）
Hiroshi  Muto

Feature 特集
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Article—①

身体知実験授業

　IT 化がどんどん進み、情報の波にともすれば飲み込まれて
しまうこの社会では、とにかく立ち止まって、考えたり批判したり
する時間がほとんどありません。この情報の波を巧妙に乗りこな
し、同時に短期間により多くの波を作り出していくことは、ひとつ
の文化ともなっています。しかし、波を作り出していくと同時に波
の生み出すインパクトを批判的に見つめる態度こそが重要でし
ょう。情報をただの文字や視覚のみでとらえて吸収するだけで
は、「物知り」にはなれても、本当に理解したことにはなりません。
頭でわかっても身体と心で理解していなくてはおそらくその情報
は長らく記憶にすらとどまらないでしょう。もちろん体験学習は大
学の各分野でますます重要視されてきています。インターンシップ、
サービス・ラーニングの導入、フィールドワークでの理論の確認な
ど、学生たちはキャンパスを出て、どんどん外で活動しています。
しかし、そのための「からだ」と「こころ」の存在はどうでしょう
か？ 外に出て行く前に、自分の意見をしっかりと構築しているの
かどうか、ほかと交流し、意見を交換する態度はできているのか
という基礎の部分をすべての学生が確立しているわけではありま
せん。
　同時に学生たちにとっての表現方法も限られています。文字
やパワーポイントなど、視覚に訴える方法による表現はさまざま
なクラスで浸透していますが、自己表現と授業運営でそれ以外
の方法は可能なのかどうか。文字や、図像や絵画などで視覚
化された情報をまったく異なった方法で「理解し、表現」しな
おすことはできるのか。これらの視点から教養研究センターでは
基盤研究のひとつとして2005 年に「身体知プロジェクト」を立
ち上げ、その中で「からだ」と「こころ」を中心にした研究と
実験授業を展開しています。（教養研究センターの考える「身
体知」と「身体知プロジェクト」については教養研究センターの
『Newsletter』第 10 号の特集記事「身体知の理念と可能
性」をご覧になってください。）ここでは2008 年度に開催された、
プロジェクトのふたつの実験授業をご紹介したいと思います。

1． 2008 年度「未来先導基金」採択事業 
「声を考えるプロジェクト」

　2008年度の創立150年記念未来先導基金採択事業「『声』
を考えるプロジェクト」では、「声と身体と歴史文化の接点を考
える教育の実践」の一環として、「新しい文学の実験授業②
̶『ジョン・ボールの夢』を体感する」（コーディネーター：横
山千晶）を開催しました。ここでは去年の「新しい文学の実験

授業①」（コーディネーター：武藤浩史）と同様に夏休みの１
週間を利用して、ウィリアム・モリスのユートピア小説『ジョン・ボ
ールの夢』を頭と身体を使って読み解きました。講師としてお招
きしたのは、俳優・戯曲家・演出家の松井周氏、俳優・声優
の坂口芳貞氏、臨床心理学者の佐藤仁美氏、音楽家の永田
平八氏、アーチェリーの川西大介氏の各専門家です。授業で
はテキストの対話部分から演劇を作ったり、演説の部分を実演
してみたり、文字で表現されたバラッドの歌詞を翻案して曲をつ
けて謡ったり、テキストに登場する弓の実演などを通して、小説
を「体感」しました。そしてより深まった理解をもとに各自、歌、
戯曲、演説などを創作し、最終日に講師を招いて発表会を行い
ました。学生たちの意欲と熱意は去年同様非常に高く、アンケ
ート調査でも高い評価を得ました。文字の世界で終始しがちな
文学作品を「からだ」を通して理解することは、参加者に新た
な解釈の喜びをもたらしてくれたのです。またアーティストとのコラ
ボレーションにより、学生を異なった分野の専門家たちが育てていく
という新たな社会連携も確立できました。このノウハウをほかの分
野でも活かす教育システムを確立することがこれからの課題です。

2． 実験授業「第 3回　体をひらく・心をひらく̶ ボ
クってどこにいるの？」

　今年で３回目を迎えた秋の実験授業は、10月の終わりから12
月の始めまで、計6回のプログラムで行われ、「ボクってどこにい
るの？」の副題のとおり、複数の表現方法を使って自分探しと他
人との交流を模索しました（コーディネーター：手塚千鶴子、武
藤浩史、横山千晶）。今年は学生たちにはあまりなじみのない
「詩」という文字表現を中心にすえ、朗読、コラージュの作成、
パントマイムなどのさまざまな方法で「自分探し」を実践しました。
第 5回目から各自の創作活動を行い、最終日はぜひともみなに
食べてもらいたい「ワタシ・フード」を持ち寄って創作発表会を
行いました。最終日は詩、朗読、音楽、パントマイム、コラージ
ュ、演劇などのさまざまな創作発表で大いに盛り上がりましたが、
最も興味深かったのは、参加者が協同し共鳴しあって（音楽に
合わせて即興に踊る、詩に合わせて歌をつける）、あらたな創
作の場面が創出されたことです。このような濃密な交流の場は、
普段の授業でこそぜ
ひとも創出したい空間
と時間を提供してくれ
たのです。
　今回ご紹介したふ
たつのプログラムは教
養研究センターの展

Feature 特集
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開する身体知研究の実践の一部です。教養研究センターの使
命はこれまで実践されてきたユニークな試みを分析し、より広くさ
まざまな分野で実験を行いつつその成果を外部に公表し批評を
受け、汎用性のある教育モデルを作り上げていくことです。この
プロジェクトに対するアイディアの提供や研究会・実験授業への
参加を心よりお待ちしています。（横山千晶）

Article—②

第一回鶴岡セミナー

　2008 年 8月31日から9月3日にかけて教養研究センター
主催の第一回鶴岡セミナーが開催されました。鶴岡セミナーは、
2008 年 3月に終了した特定研究・学術フロンティア「超表象デ
ジタル研究」プロジェクトの成果「21 世紀型キャンパス構想－

バリアフリー･キャンパスの構築を目指して－」に基づいた新た
な教養教育モデルの一環として構想されたものです。セミナー
の趣旨は、ふだんとは異なる環境の中に身を置き、未知のもの
に出会い、それを心と体と頭を存分に使って身に染みこませるこ
とで学びのフィールドを広げることにあります。その意味では、義
塾がタウンキャンパス（TTCK）を持つ庄内・鶴岡は日本海、
庄内平野、出羽三山が織り成す小宇宙の中央に位置し、豊か
な自然と文化、歴史に恵まれた格好のフィールドです。また、こ
のセミナーを地元との交流・連携の契機とも位置づけ、義塾の
学生や卒業生に加え、東北公益文科大学の学生・社会人院
生からも参加を募り、最終的に22 名の参加を見ることができまし
た（うち卒業生も含め慶應関係 13 名）。

　セミナーの総合テーマは『鶴岡に学ぶ「生命（いのち）」
－心と体と頭と－』、基調テーマは「知る・見る・表現する
－行動の教養学入門」、そして年度テーマは「生命の源－死
を想い、生きることを考える」として、今年度は羽黒修験と即身
仏を取り上げました。同時に、慶應義塾アートセンターとＤＭＣと
の共催による特別企画として舞踏家・土方巽の土人形を作成し、
これを水滴で崩していく様を中継する「命の実感プログラム：土
の土方と水滴の時間」も行いました。
　セミナーのスケジュールは以下の通りです。参加者は3グルー
プに分かれてプレゼンテーションのテーマを見つけるべく、積極
的にスケジュールをこなしました。
・8月31日（セッションⅠ・全体学習）：富塚陽一氏（鶴岡市長）のご挨
拶、小松隆二氏（東北公益文科大学前学長）、坂上弘氏（作家・日
本文芸家協会理事長）の基調講演、辻孝二郎氏（INAXライブミュ
ージアム館長）の「土の土方」オープニング講演（於・TTCK　すべ
て一般公開）
・9月1日（セッションⅡ・フィールドアクティヴィティ①）：羽黒山見学（正

善院黄金堂・羽黒山五重塔・出羽三山神社斎館・羽黒山山頂・出羽
三山歴史博物館・羽黒山荒沢寺）と内藤正敏氏（東北芸術工科大
学教授・写真家）による羽黒修験の講義（於・月山荘）
・9月2日（同・フィールドアクティヴィティ②）：内藤正敏氏による即身仏
の講義（於・TTCK）と即身仏見学（本明寺・注連寺）、鶴岡市郷
土資料館での資料検索を経てグループ・プレゼンテーション準備（於・
月山荘）
・9月3日（セッションⅢ：プレゼンテーション）：3グループによるプレゼン
テーションと森下隆氏（慶應義塾大学アートセンター訪問所員）による
「土の土方」関連講演（於・TTCK　すべて一般公開）
[なお、7月30日には日吉においてプレ企画として映画『蝉しぐれ』上
映会と同映画のプロデューサー・宇生雅明氏（庄内映画村社長）によ
る講演も実施しました ]

　また、11月15日にはHRP（Hiyoshi Research Portfolio）
の一環として、現地でのグループ・プレゼンテーションをさらにブ
ラッシュアップさせた参加者（全員出席）による成果報告会を日
吉（来往舎シンポジウムスペース）で開きました。この報告会に
は、義塾の教職員や学生・生徒に加えて地元からも致道博物
館館長の酒井忠久氏・同常務理事の酒井天美氏、東北公益
文科大学公益学部長の大歳恒彦氏をはじめ多くの方々が参加し
てくださいました。セミナーの詳細については、あらためて報告書
を作成しますので、セミナーＨＰと併せてご覧頂ければ幸いです。
　最後に、セミナー開催に当たってさまざまな形でご支援・ご協
力くださった鶴岡市役所、東北公益文科大学、株式会社ウィ
ルコム、ＩＮＡＸ、株式会社テレサポートやご寄付をいただいた
方々にあらためて感謝申し上げると共に、今後のより一層のご理
解とご支援・ご協力をお願いする次第です。ありがとうございま
した。（鶴岡セミナー・プロジェクトリーダー　羽田　功）
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Article—③

「三田の家」と「芝の家」
̶大学の外の学びの場

三田の家
　「三田の家」とは、教養研究センター学術フロンティア「イン
ター・キャンパス構築」プログラムと三田商店街振興組合が協
力して始めたプロジェクトの総称です。三田キャンパス大学近く
の木造住宅を拠点とした活動をしており、2006 年 9月30日より
一般に公開しています。現在は創立 150 年未来先導基金の事
業として採択されています。

　三田の家は、まずは三
田の近辺で活動する多様
な人々―すなわち、学生
（留学生、日本人学生）、
教職員、地域の在勤者、
商店主など̶が、気軽
に交流できる場所を提案
することを目指しています。
そして、この場所で多様
な人々が交流し、様々な
活動を協力し合いながら行
うという、新しい「学び」

や「出会い」、「まちづくり」の形が生まれることを目標として活
動しています。
　日常の運営は、曜日ごとの場づくりを担当するマスターをメンバ
ーの代表として任命し、マスターと学生スタッフが共同で運営す
るというマスター制をとっています。これは、特定の個人に負担
がかからないための工夫にとどまらず、この活動をユニークなもの
にしています。マスターは、担当の曜日に、自身の考えを表現す
るための場作りを行っています。その結果、場の雰囲気は曜日
によってまったく異なり、活動内容も多岐にわたります。
　現在の主な活動内容は、大学内では実現しづらい小規模の
レクチャーや身体知的なプログラムの計画・運営や、留学生同
士の交流会や、商店街のイベントに対する地域づくりなどをテー
マにした活動をしています。また、キャンパスを飛び出してオープ
ンなゼミ活動を行う曜日もあり、活発な活動をしています。

芝の家
　このような三田の家における活動に加えて、2008 年 10月よ
り、新しい地域の拠点として、「芝の家」が発足しました。これ
は、港区芝地区総合支所による昭和 30 年代のあたたかい人
と人とのつながりの再生を目的とした「昭和の地域力再発見事

業」の一環として活動し
ています。主な対象として
は地域の住民の交流促進
を目指しており、三田の家
の活動と結びついているこ
とから協力体制を取ってい
ます。このように活動の場
が広がったのは、三田の
家の活動について、地域
の皆さんがその価値を認
めてくださった結果だと考
えています。
　以上、駆け足で、三田の家と芝の家について紹介しました。
これらの活動については、実際に来て体験していただくことが一
番だと思います。これらの活動は一般に公開していますから、オ
ープンしている日ならどなたでもお越しいただけます。興味をお持
ちの方は、三田の家については、事前にHPにてスケジュール
をご確認ください。（HPアドレス：<http://mita.inter-c.org/>）
また、芝の家については、現在は毎週水、金、土曜日の昼が
活動時間になっています。
　皆さんが実際にお越しくださることをお待ちしております。
（長田　進）

Article—④

「日吉の家」

　2009 年 4月、綱島街道寄りに新しい校舎が誕生します。そ
の新校舎の地下１階に設けられるのが学習支援スペース、「日
吉コミュニケーション・ラウンジ（仮称）」です。ここは教員・留
学生を含む全学生・職員が自由に集い、生活と学習の情報や
意見を交換する会話の場所です。このスペースの使い方で教
養研究センターが提案させていただき、実現したものが 20 畳
の「和室」です。コミュニケーションはさまざまな空間で生み出
されます。靴を脱いで、車座になり、くつろいだ雰囲気の中では
普段の教室とはまた違ったアイディアが生まれることでしょう。コミ
ュニケーションを促すためにIHクッカーと水場も用意される予定
です。この新しい空間が「三田の家」（前項を参照のこと）の
日吉版、「日吉の家」へと成長していくように、皆さんで積極的
にこの和室ともども、「日吉コミュニケーション・ラウンジ」
を授業や学生との活動に生かしていただきたいと思います。
（横山千晶）
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実験授業「現代の危機ー宗教と民族問題」
　2008年 9月から12月にかけて計 7回、日吉来往舎にて実施
された実験授業「現代の危機－宗教と民族問題」は、昨年
度まで行なわれた文部科学省学術フロンティア推進事業「超表
象デジタル研究」プロジェクトの下で、新たな教養教育のかたち
を生み出すべく積み重ねられてきた議論の成果を、授業を通じ
て学生に還元しようとする試みです。
　上記プロジェクト内のコンテンツ研究ユニットの一テーマであ
った「信じる？－現代の民族・宗教問題」を引き継ぎ、ドイツ、
朝鮮半島、日本、中東、中国といった様々な地域をフィールド
として研究している初見基（日本大学文理学部教授）、長原豊
（法政大学比較経済研究所教授）、高柳俊男（法政大学国
際文化学部教授）、柏崎千佳子（本塾経済学部准教授）、勝
沼聡（東京大学東洋文化研究所非常勤講師）、矢吹晋（横
浜市立大学名誉教授）の各氏を講師・コメンテーターとして招
き、これに長堀祐造（本塾経済学部教授）、関根謙（本塾文
学部教授）が加わるかたちで、授業を行ないました。
　授業における講師と学生の関係は、しばしば前者による後者

に対する一方的な情報提供に終わりがちです。この両者の関係
を双方向的なものに変えること、それがこの実験授業を実施する
うえで我々がまず重視したことでした。そのために、まず講義 60
分＋質疑応答 30 分という構成をとり、講師と学生の意見交換を
促すかたちをとりました。加えて、当該テーマに対する理解を深
めるうえで参考になる資料を参加学生で構成されるメーリングリス
トなどを通じて事前に配布することによって、学生が事前に自分
の意見を準備し、積極的に議論に参加できるようにするための
サポートも行ないました。結果、公開講義として数十名の参加
者を得た矢吹先生の回を始めとして、その他の回も十数名の熱
心な学生の出席を得て、毎回活発な議論が展開されました。
　今回の実験授業は、様 な々意見、立場の学生が集まり、専
門家の意見を安易に受容することなく思考し続けるための場とし
ての役割を果たしたと我々は考えています。その意味で、教養
教育の新しいかたちを模索するための一つの大きな示唆が得ら
れたものと思っています。（勝沼　聡）

サイエンス・カフェ
　子供たちの理科離れを心配する声がありますが、理科（もしく
は学問）が好きな子供は実はたくさんいることを私たちは経験的
に知っています。サイエンス・カフェは、そんな子供たちや、子
供の好奇心を保ち続ける大人たちのためのカフェとして2007 年
6月に開店して以来、およそ隔月の間隔で順調に開かれていま
す。これまで生物学に関する話題が続きましたので、2008 年 7
月（第 7回）には、かねてから希望の多かった宇宙の話題をとり
あげました。この『人間と宇宙のかかわり』（表　實・商学部
教授）では、来年のガリレオ天体観測 400 周年にちなんで、自
分自身でおこなう天体観測についてのお話を聞きました。続い
て9月（第 8回）も物理学の分野から『実演 ! 回転物体の不思
議な運動』と題して、「ケンブリッジの卵」の下村裕・法学部
教授による色 な々回転する「おもちゃ」を使った「実習」が好
評を博しました。去る11月に開催された第 9回は、また生物学
に戻って『あなたもファーブル ! 昆虫と話そう』（上村佳
孝・商学部専任講師）。いつにもまして子供の姿が多くみられる
カフェでした。ここではシロアリを使った実習が行なわれ、ある
筆記用具を使えばシロアリを思いのままに歩かせられる事がわか
り、参加者一同は大興奮でした。会場がイベントテラスでちょっ
と寒すぎたことと、その電気容量が小さすぎること、など問題を

残しましたが、それ
でも大変楽しい集まり
となりました。次回は、
1月24日（土）14：
00から来往舎シンポ
ジウムスペースにて
『天気のお話－い
ろんな雲をつくっ
てみよう！』（杉
本憲彦・法学部専
任講師）が開催され
ます。屋内ですので
寒くありません。タイト
ルだけでも楽しくなっ
てきますから、きっと
また多くの子供が来
てくれるだろうと期待
しています。飲み物を片手に、自由な学問の雰囲気をぞんぶ
んに味わえるカフェです。皆さん、お誘い合わせて、是非
ご来店ください。（鈴木　忠）
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2008 年日吉キャンパス公開講座秋学期
　本年度は「記録・記憶と構想の現場」というテーマを掲げ、
2008 年 9月27日から12月6日までの毎週土曜日、2コマずつ
計 10 回の授業が開催されました。今年も熱心な参加者に恵ま
れ、申し込み者数は268 名、毎回の出席率は70パーセント前
後。多くの授業で講義後も講師の先生方に質問や感想が寄せ
られ、活発な意見交換が行なわれました。
　講師の人選にあたっては、昨年度から引き続き、人文、芸
術、自然科学、社会科学など、各分野の授業を組み入れるこ
とを心がけると同時に、本年度は日吉の新しい一員となった協
生館の大学院より、システムデザイン・マネジメント研究科とメディ
アデザイン研究科の先生にも講師として参加していただき、「公

開講座」は受講生に対して、創立 150 年を迎えた慶應義塾の
研究・学問の「現場」を合わせてご紹介できる場として大いに
その役割を果たしたと思います。
　昨年より若手教員に参加していただき、幅広い内容の授業を
設定することによって受講生の年齢層を広げ、あらゆる世代が
共に学ぶ場をつくるように心懸けてきましたが、その成果は着実
に現れています。上昇傾向にあった受講生の平均年齢も2年
続けて下がり、今年は58 歳になっています。一度参加してくだ
さった方が繰り返し参加してくださる一方で、新しい参加者をい
つでも受け入れられる、今後も開かれたキャンパスとして、ますま
す魅力的な講座をつくりたいと思います。（伊藤行雄）

日吉行事企画委員会（ＨＡＰＰ）秋学期の活動
　日吉行事企画委員会（HAPP）の秋学期の活動についてご
紹介します。この委員会では、①新入生歓迎セクションと②公
募企画セクションを二本の柱と定めて行事を企画・開催していま
す。公募企画セクションは、主として秋学期に行う公募型のプ
ロジェクトです。2008 年度秋学期は、11 件の応募があり、秋
学期担当の森吉直子先生を中心に、熱心な議論と厳正な審
査を行い、企画再審査などの救済措置を経て、最終的に4件
を採択しました。結果として2008 年度秋学期は、公演者の都
合から春学期に実施出来なかった特別企画（「映画『幕間』
（1924）：無声映画とピアノ・ライブのコラボレーション」と「塾
長と日吉の森を歩こう」）の2本を合わせて、6本の企画を主
催しました。全て、日吉キャンパス来往舎を主会場にしたもので
す。いずれ報告書において春と秋を合わせての主催行事一覧
を示すことにいたしますが、どの企画も大変力の入った素晴らし

いものでした。唯一つ大
変残念なことは、「異国
見聞『八十日間世界一
周』1872 ･グローバリゼー
ション元年、ヴェルヌの見
た横濱」をHAPP 委員と
して担当することになって
いた小潟昭夫教授が急逝
されたことです。担当は森
吉委員が引き継ぎましたが、
HAPPの活動に対して設
立当初からの一番の理解
者であり、委員会にとっては、精神的支柱であった小潟先生の
ご冥福を心よりお祈り申し上げます。（小菅隼人）

秋学期公募で採択された学生企画のポスター

追悼：経済学部教授　小潟昭夫先生
　最近では「開かれた大学」「地元と大学の融合」といったコ
ンセプトが語られる機会が増えましたが、地域における大学のあ
り方を率先して模索、実践そして何よりも楽しんでいらしたのが
小潟昭夫先生です。小潟先生は教養研究センター開所時に副
所長としてセンターを支えてくださっただけではありません。横浜
市民講座として発足した公開講座を日吉キャンパス公開講座へ
と発展させ、また日吉住民と慶應の学生の有志が一体となって
日吉の街を盛り上げていくプロジェクトである「ヒヨシエイジ」にも
2003 年の立ち上げ以来一貫してご尽力なさり、協議会副会長

も務めていらっしゃい
ました。先生のカメラ
を通して生き生きと躍
動する祭りの映像を
見せてくださったこと
が偲ばれます。学生
にも、地元の方々に
も慕われた小潟先生
のご冥福を心よりお祈り申し上げます。（不破有理）

Reports 活動報告
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事務局だより　協働で創る！

昨年6月の人事異動で教養研究センターに就任いたしました。就任早々、教養研究の実験の一つとして、「『死』を想い、生きることを考える」を
テーマとして開催された「鶴岡セミナー」では、事務局を担当するなかで地元関係者や講師の方 な々ど慶應義塾の人脈と、学生・教職員が一

体となって成し遂げる姿に、改めて感動しました。
　ご承知のように日吉キャンパスに所属する教員は、人文科学、社会科学、自然科学、外国語、音楽、美術、体育、スポーツ医学の専門分野で、
領域や学部を横断した研究も活発に行われています。教養研究センターは2002 年 7月に開所以来、この日吉キャンパスの特殊性を生かし、比類ない
教養研究がボランティア・ベースで展開され、その研究成果は来往舎から塾内外に発信され、教育現場の変動とともにさらに期待されていることを実感
しております。ただ、その期待と責任感から所長・副所長をはじめとした方々のオーバーワークが気がかりです。手薄な事務局ですが協働で創る喜びを
体感しながらお手伝いしたいと考えております。（日水邦昭）

HRP2008
　11月14日（金）、15日（土）の2日間に亘って、日吉研究支援
センター主催によるHRP（Hiyoshi Research Portfolio）2008 が開
催されました。教養研究センターからの発表として、鶴岡セミナー活動
報告会と6つのテーマのパネル展示が行われました。各テーマは次
のとおりです。①慶應義塾大学の教育カリキュラム研究②身体知プロ
ジェクト③鶴岡セミナー④サイエンス・カフェ―極東証券寄附講座一
般公開ゼミ―⑤学びの場を考えるプロジェクト⑥特定研究「超表象デ
ジタル研究－リベラル・アーツ教育のモデル構築」　

アカデミック・スキルズ 
プレゼンテーションコンペティション
　今年も教養研究センターでは極東証券株式会社からの寄附を受け
て「アカデミック・スキルズ基礎編Ⅰ・Ⅱ」を3クラス、「応用編Ⅲ・Ⅳ」
を1クラス開講しています。専門の異なる複数の教員が、異なる学
部に所属する15 名から20 名の学生とともに作り上げるこれらのクラス
では、学生たちが活発な議論を基に、学問体力を伸ばしていってい
ます。その成果を披露する場が、毎年 2月に開催されるプレゼンテー
ション・コンペティションです。本年度も極東証券株式会社の菊池廣
之社長をお迎えして、2009 年 2月6日（金）に開催されます。どな
たでも参加できますので、ぜひとも足をお運びの上、学生の成長を見
ていただきたいと思います。（横山千晶）

生命の教養学　2009 年度予告
　近年、広範な議論を呼んだ「ゆとり教育」をめぐる論争は、改め
て「ゆとりとは何か」ということを私たちに考えさせるものでした。「ゆと
り」という概念は、私たちを取り巻くさまざまな領域に存在します。教
育はもちろん、制度、造形芸術や文学、成長し老化する人間の心理、
集団の行動、工学、生態学、進化論、そして生命そのもの。これら
さまざまな領域における「ゆとり」について、掘り下げたお話を理系・
文系を問わず講師の方々から頂く予定です。（鈴木晃仁）

基盤研究　カリキュラム研究
　2007 年から続けてきた基盤研究「慶應義塾大学の教育カリキュラ
ム研究②―４年間をみこした教養教育の研究」も、2カ年計画の集
結を迎え報告書の発行に向けて大詰めを迎えています。報告書では、
1）総合教育科目の分析、2）セメスター制度の問題点と提言、3）
成績評価について、4）4 年間をみこした教養教育のモデルという大
きな4つの柱を立てて、調査・研究の報告とそれをふまえた提言を盛
り込む予定です。報告書は、3月末日に発行予定です。（佐藤  望）

慶應義塾コレギウム・ムジクム演奏会
　2009 年 1月7日（水）16：45より、新しい協生館の中の藤原洋
記念ホールで、日吉で音楽を履修している学生たちが、バッハやテレ
マンのバロックの名曲を、オーケストラと合唱によって演奏しました。こ
の演奏会は、教養研究センターの身体知プロジェクトのひとつである
「声を考える」（慶應義塾創立 150 年記念未来先導基金の 2008
年度プログラム）の一環として開催されたものです。新しいホールで
演奏できるという喜びと不安を胸に、学生たちは精一杯の準備を進め
ていました。（佐藤  望）

新メンバー紹介

　2008年 10月、センターの副所長に交替があり、新しいスタートを切
りました。組織が役割を持った人の集まりであるからには、人々の機
能が組織の活動であることはいうまでもありません。今後のスタッフの
活動にご協力をお願いします。（左から武藤浩史副所長、松本実事務
長、横山千晶所長、日水邦昭課長代理、不破有理副所長、甲賀崇司事
務長付、種村和史副所長）
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